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地
政
学
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
国
際
情
勢
の

不
確
実
性
が
増
し
て
い
る
。
２
０
２
６
年

早
々
、
米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
を
発
端
に
起

き
た
「
ホ
ル
ム
ズ
危
機
」
で
は
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
網
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
つ
つ
、
い
か
に
経

済
性
・
環
境
性
・
強
靱
性
に
優
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。

　
「
特
別
講
演
会
２
０
２
６
」
で
開
会
挨
拶

に
立
っ
た
柏
木
孝
夫
理
事
長
は
、
始
め
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
経
済
状
況
を
俯
瞰
し
、「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
を
機
に
、
先

進
国
で
は
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
の
イ
ン
フ
レ
が

　
一
般
財
団
法
人
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン・エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン

タ
ー（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
）は
２
０
２
６
年
７
月
２
日
、東
京・日
経
ホ
ー
ル
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
最
新
動
向
と
今
後
の
展
望
」を
テ
ー
マ

と
す
る「
特
別
講
演
会
２
０
２
６
」を
開
催
し
た
。

　
国
際
情
勢
の
不
確
実
性
の
高
ま
り
、電
力
需
要
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
つ
つ
、経
済
性・環
境
性
の
高
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
や
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
う
い
う
方
向
に
進
む
べ
き
か
。省
エ
ネ
の
重
要
性
が
一
層

増
す
中
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ
ス
テ
ム
は
ど
ん
な
役
割

を
果
た
し
得
る
か
。有
識
者
や
企
業
経
営
者
ら
が
意
見
を
交
わ
し
た
。

エネルギーシステム強靱化にコージェネが貢献

不
確
実
性
増
す
国
際
情
勢

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
課
題

●取材・構成・文／小林佳代　写真／加藤 康

起
き
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
環
境
に
配

慮
し
た
上
で
、
調
達
先
を
多
様
化
し
な
が
ら

安
定
的
に
供
給
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
国
・
地
域
ご
と
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
様
々
な
特
色
が
出
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。「
中
国
で
は
雇
用
促
進
の
た

め
に
大
規
模
工
場
を
数
多
く
建
設
し
て
き
た

結
果
、
供
給
過
多
型
の
デ
フ
レ
が
生
じ
て
い

る
。
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
デ
フ
レ
ス

パ
イ
ラ
ル
を
避
け
る
た
め
、
量
的
成
長
か
ら

質
的
成
長
へ
の
転
換
を
促
す
も
の
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
欧
州
は
市
場
原
理
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
使
い
な
が
ら
環
境
に
も
配
慮
し
た
エ

エネルギーをめぐる国内外の
最新動向と今後の展望

コージェネ財団
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ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
て
い
く
だ
ろ
う
。
米

国
は
市
場
原
理
を
最
優
先
し
つ
つ
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
国
が
前
面
に
出
る
姿
勢

を
示
し
て
い
る
」（
柏
木
理
事
長
）。
こ
う
し

た
中
で
日
本
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
と
る
べ

き
な
の
か
。
柏
木
理
事
長
は
「
特
別
講
演
会

で
議
論
を
深
め
つ
つ
、
と
も
に
考
え
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
長
小
林
大
和
氏
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
２
０
２
６
年
2
月
か
ら
の
半
年
間
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
が
世
界
の
激
震
の
中
心
に
あ
っ

た
」
と
語
り
出
し
た
小
林
氏
は
、
改
め
て
過

去
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
動
向
を
概
観
し
た
。

　

戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
石
油
が
中
心

に
あ
っ
た
。
１
９
６
０
年
代
に
は
低
廉
な
国

内
石
炭
を
ベ
ー
ス
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
だ
っ
た
が
、
１
９
７
０
年
代
に
は
石
油

の
時
代
に
入
り
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

を
経
て
、
１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
の
安
定
と
規
制
緩
和
が
進
ん
だ
。

２
０
０
０
年
代
以
降
、
気
候
変
動
問
題
が
大

き
く
な
り
、
２
０
２
０
年
代
以
降
に
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
米
中
対
立
の
激
化
な
ど

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
再
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
２
０
２
６
年
の

イ
ラ
ン
危
機
が
続
く
形
と
な
っ
た
。

　

小
林
氏
は
「
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

形
作
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
出
来
事
と

し
て
１
９
７
３
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と

２
０
１
１
年
の
福
島
事
故
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

２
０
２
６
年
に
起
き
た
こ
と
は
、
３
つ
目
に

相
当
す
る
」
と
ホ
ル
ム
ズ
危
機
を
位
置
付
け

た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
を
強
靱
化
へ

総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
取
り
ま
と
め

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団 

理
事
長
　
柏
木
孝
夫

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
発
足
し
た
の
は
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
１
９
７
３
年
だ
っ

た
。
１
９
７
５
年
に
は
「
石
油
備
蓄
法
」
が

制
定
さ
れ
、
１
９
７
８
年
か
ら
備
蓄
が
始

ま
る
。
１
９
７
９
年
の
「
省
エ
ネ
法
」
を
機

に
日
本
は
省
エ
ネ
先
進
国
と
し
て
様
々
な
省

エ
ネ
先
進
機
器
で
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
席
巻

す
る
よ
う
に
な
る
。
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
原
子
力
や
太
陽
光
発
電
の
計
画
も
進

ん
だ
。
石
油
の
調
達
先
の
多
元
化
、
石
油
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
省
エ
ネ
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
柱
に
据
え
ら
れ
て
き
た
。

　

先
人
の
努
力
で
改
善
を
続
け
て
き
た
も
の

の
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
、
火
力
依
存
度
、
化
石
燃
料
輸
入
な
ど

の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
が
悪
化
し
た
。
一
時
期

は
改
善
し
て
い
た
中
東
依
存
度
が
再
び
上
昇

し
、
最
近
は
90
％
を
超
え
て
い
る
。
小
林
氏

は
「
ホ
ル
ム
ズ
依
存
度
を
下
げ
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
の
が
今
回
の
レ
ッ
ス
ン
の
１
つ
」

と
指
摘
す
る
。

　

ホ
ル
ム
ズ
危
機
で
逼
迫
し
た
石
油
の
需
給

に
つ
い
て
、
小
林
氏
は
「
代
替
調
達
が
進

み
、
5
月
1
日
を
最
後
に
備
蓄
放
出
は
し
て

い
な
い
。
現
時
点
で
約
２
０
０
日
分
の
備
蓄

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
調
達
回
復
に
メ
ド

が
立
ち
、
２
０
２
７
年
度
末
ま
で
の
石
油
の

安
定
供
給
が
可
能
」
と
語
る
。
米
国
・
イ
ラ

ン
間
の
暫
定
合
意
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
へ
の

期
待
を
に
じ
ま
せ
つ
つ
、「
緊
張
感
を
持
っ

て
緊
急
時
対
応
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
今

回
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
50
年
前
の
先
輩
方

の
よ
う
に
、
中
期
的
か
つ
構
造
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
推
進
す
べ
き
状
況
と
認
識
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
今
回
の
ホ
ル
ム

ズ
危
機
で
は
、
中
東
依
存
度
の
高
い
ア
ジ
ア

に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
の
影
響
が
顕

著
に
生
じ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
行
列

や
ク
ル
マ
通
勤
の
抑
制
な
ど
市
民
生
活
に
も

多
大
な
影
響
が
あ
り
、
調
達
の
多
元
化
や
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
・
電
化
を
推
進
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
再
エ
ネ
の
ほ
か
、
一
度
手
放

し
た
原
子
力
を
再
導
入
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
と
い
う
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
。

  

小
林
氏
は
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

相
対
的
に
安
定
性
を
見
せ
、
世
界
各
国
か
ら

日
本
に
学
ぼ
う
と
い
う
空
気
も
感
じ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
高
市
早
苗
政
権
は
国
際
連
携
の

下
、
今
こ
そ
我
が
国
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
構
造
を
さ
ら
に
強
靱
化
す
る
好
機
と
と

ら
え
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の
取
り
組
み
を
、『
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
強
靱
化
』
の
観
点
か
ら

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
べ
く
、『
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
構
造
強
靱
化
の
た
め
の
総
合
パ
ッ
ケ
ー

ジ
』
を
取
り
ま
と
め
る
方
針
だ
。
50
年
前
と

同
じ
く
、
石
油
の
調
達
先
の
多
元
化
、
石
油
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経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

省
エ
ネ
ル
ギ
ー・新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長 

小
林
大
和
氏

倉
淳
が
閉
会
挨
拶
を
行
っ
た
。「
国
際
情
勢

が
混
沌
と
す
る
現
在
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
勢
に
見
識
を
持
つ
皆
さ
ま
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
示

唆
に
富
む
お
話
や
解
決
に
向
け
た
キ
ー
ワ
ー

ド
を
い
た
だ
け
た
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
機

会
だ
っ
た
」
と
講
演
会
を
振
り
返
っ
た
。

　

加
え
て
、
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然

災
害
が
頻
発
す
る
現
在
の
状
況
を
受
け
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
電
力
需
要
増
大
に
対

す
る
対
応
が
不
可
欠
だ
が
、
国
土
強
靱
化
の

文
脈
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
や
分
散
型
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
中
核
と
な
り
得
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
普
及
促
進
に
今
後
も
力
を
注
い
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
特
別
講
演
会
を
終
え
た
。

省
エ
ネ
の
重
要
性
さ
ら
に
高
ま
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
普
及
を
推
進

の
戦
略
17
分
野
の
1
つ
に
も
「
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
・
Ｇ
Ｘ
」
を
据
え
て
い
る
。

官
民
の
投
資
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ベ
ー
ス
に
戦

略
投
資
を
構
想
か
ら
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

と
進
め
よ
う
と
動
く
。

示
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
代
表
取
締
役
社
長

上
田
隆
之
氏
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
動

向
と
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
戦
略
」
と
題
し
た
基
調

講
演
を
行
っ
た
。
ホ
ル
ム
ズ
危
機
を
機
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
改
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
へ
の
注
目
度

が
高
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
調
達
先

の
多
様
化
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
シ
フ
ト
が
進
む
と
い
う
考
え
を
示
し

た
。
企
業
経
営
に
お
い
て
は
、
紛
争
が
続
く

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
の
時
代
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ネ
ス
構
築
が
必
要
と
説
い
た
。
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
が
国
内
外
で
進
め
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ

（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯
蔵
）、
水
素
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
紹
介
し
た
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
世
界
情
勢
の
変

化
と
我
が
国
の
戦
略
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
鼎

談
で
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
顧
問
の
小
山
堅
氏
、
元
Ｊ
Ｅ
Ｒ

Ａ
常
務
執
行
役
員
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
州
担
任

の
久
玉
敏
郎
氏
、
柏
木
理
事
長
が
登
壇
し

た
。
各
地
で
頻
発
す
る
紛
争
が
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
場
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
ど
ん
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
、
我
が
国
は
ど
の

よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
べ
き
か
を
語
り
合
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
国
々

と
の
協
働
に
よ
る
、
安
全
性
・
経
済
性
に
優

れ
た
低
炭
素
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築

へ
の
道
筋
を
示
し
た
。

　

最
後
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
専
務
理
事
の
坂

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団 

専
務
理
事
　
坂
倉 

淳

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
や
再
エ

ネ
の
確
立
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
の
推
進
が
重

要
な
構
成
要
素
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
政
策
の

方
向
性
を
説
明
す
る
。

　

政
府
が
取
り
ま
と
め
た
「
日
本
成
長
戦
略
」

　

２
０
２
５
年
2
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
7

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
進
展
で
今
後
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
電
力
需
要
を
ま
か
な
う
た
め
、

二
項
対
立
を
捨
て
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
追

求
す
べ
き
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
。
化
石

燃
料
の
多
元
的
な
調
達
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
は
欠
か
せ
な
い
が
、
さ
ら
に
重

要
な
の
が
省
エ
ネ
だ
。
小
林
氏
は
「
50
年
前

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
な
か
っ
た
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
技
術
も

活
用
で
き
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
強
靱
化
に

つ
な
が
る
省
エ
ネ
に
貢
献
で
き
る
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
価
値
は
極
め
て
大
き
い
。
中
東
情
勢
で

世
界
的
に
も
再
度
そ
の
有
益
性
が
注
目
さ
れ

て
い
る
今
、
さ
ら
な
る
普
及
を
推
進
す
る
」

と
力
を
込
め
る
。

　
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
小
林

氏
は
「
後
か
ら
振
り
返
っ
た
時
、『
２
０
２
６

年
は
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

た
』『
当
時
の
人
た
ち
は
大
き
な
レ
ガ
シ
ー

を
残
し
て
く
れ
た
』
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

5
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２
０
２
６
年
２
月
、
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ン

へ
の
攻
撃
を
機
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
閉
鎖
さ

れ
ま
し
た
。「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
塞
が
れ
た

ら
困
る
」
と
い
う
こ
と
は
既
知
の
リ
ス
ク
で

し
た
が
、
誰
も
が
「
そ
ん
な
こ
と
は
起
こ
ら

な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
十
分
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
世
界
全
体
で
は
原
油
貿
易
の
約
３

割
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
貿
易
の
約

２
割
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
経
由
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
が
突
然
失
わ
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

一
部
の
原
油
は
フ
ジ
ャ
イ
ラ
や
ヤ
ン
ブ
ー
の

港
か
ら
輸
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト

産
や
カ
タ
ー
ル
産
の
原
油
や
天
然
ガ
ス
は
出

　基調講演にはINPEX代表取締役社長上
田隆之氏が登壇し、「エネルギーをめぐる動
向とINPEXの戦略」について語った。米国に
よるイラン攻撃で発生した「ホルムズ危機」
を機にエネルギー市場では「エネルギーセ
キュリティ」や「レジリエンス」への注目度が
高まったと指摘し、今後、調達先の多様化や
オルタナティブエネルギーへのシフトが進
むという見方を示した。INPEXが国内外で
進めるLNGやCCS（CO2の回収・貯蓄）、水
素のプロジェクトも紹介した。

原
油
貿
易
の
３
割
が
ホ
ル
ム
ズ
経
由

正
常
化
ま
で
の
時
間
は
未
知
数

上
田 
隆
之 

氏

う
え
だ
　
た
か
ゆ
き

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ 
代
表
取
締
役
社
長

「ホルムズ危機」により
転換を迫られる

エネルギーシステム

エネルギーをめぐる動向と
INPEXの戦略

Profile
1956年生まれ。1980年東京大学法学部卒業、同年通商
産業省（現経済産業省）入省。2010年7月大臣官房長、
2011年8月製造産業局長、2012年9月通商政策局長を
経て2013年6月資源エネルギー庁長官、2015年7月経
済産業審議官を歴任。2017年4月国際石油開発帝石（現
INPEX）非常勤特別参与、同年8月副社長執行役員に就
任。2018年6月より現職。

口
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
原
油
輸
入
量
は
ト
ッ
プ
が
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
カ
タ
ー
ル
と
続
き
ま

す
。
中
東
依
存
度
は
94
・
０
％
、
ホ
ル
ム
ズ

依
存
度
は
93
・
０
％
に
達
し
ま
す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
場
合
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ロ
シ
ア
、
米
国
な
ど
調
達
先
の
多
様
化
が
進

み
、
中
東
依
存
度
は
10
・
８
％
、
ホ
ル
ム
ズ

依
存
度
も
６
・
３
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
日

本
に
と
っ
て
「
ホ
ル
ム
ズ
危
機
」
は
「
原
油

危
機
」
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
塞
が
っ
た
時
、
日
本
は

ど
う
原
油
を
調
達
す
る
の
か
。
１
つ
は
備
蓄

6
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の
取
り
崩
し
で
あ
り
、
も
う
１
つ
は
代
替
調

達
で
す
。
と
は
い
え
、
化
石
燃
料
の
輸
送
に

最
適
化
さ
れ
て
い
た
中
東
を
代
替
す
る
調
達

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
ホ
ル
ム
ズ
危
機
に
伴
い
、

通
常
は
欧
州
で
販
売
し
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア

産
原
油
を
日
本
に
優
先
的
に
販
売
し
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
れ
に
は
輸
送
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

中
東
産
原
油
は
、
超
大
型
原
油
タ
ン
カ
ー

（
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
で
日
本
ま
で
約
20
日
で
届
け

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
黒
海
や
地
中
海
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
「
喜
望
峰
ル
ー
ト
」
で
運
ぶ
中

央
ア
ジ
ア
産
原
油
の
場
合
は
約
50
〜
60
日
か

か
り
ま
す
。
輸
送
日
数
が
２
倍
、
３
倍
に
な

れ
ば
当
然
船
賃
や
輸
送
保
険
が
高
く
な
り
ま

す
。
最
も
高
い
時
に
は
、
１
バ
レ
ル
１
０
０

ド
ル
の
原
油
を
日
本
ま
で
持
っ
て
く
る
の
に

１
３
５
ド
ル
と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
東
依
存
度
を
低
く
す
る
た
め
に
日
本
が

政
策
的
に
進
め
て
い
た
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸

入
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
ほ
ぼ
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
閉
鎖
が
長
期
化
す
る
ほ

ど
、
世
界
経
済
へ
の
悪
影
響
は
増
大
し
ま
す
。

今
、
進
め
て
い
る
備
蓄
の
取
り
崩
し
や
代
替

調
達
は
短
期
的
措
置
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
事
態

が
長
期
化
す
る
場
合
に
は
、
失
わ
れ
た
原
油

を
中
東
以
外
の
国
が
増
産
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
当
面
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
緩
和
に
は
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
正
常
化
が
唯
一
の
道
と
言

え
ま
す
。

　

備
蓄
の
取
り
崩
し
な
ど
が
進
ん
だ
現
在
、

世
界
全
体
の
原
油
在
庫
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
需
要
期
を
迎
え
る
夏
以
降
の
原
油

価
格
は
ど
う
な
る
の
か
。
先
物
価
格
は
高
め

で
は
あ
る
も
の
の
安
定
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

再
度
認
識
さ
せ
た
イ
ラ
ン
戦
争

ン
グ
会
社
ウ
ッ
ド
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
夏
に
向

け
て
さ
ら
に
価
格
が
上
が
り
、
そ
の
後
安
定

し
て
く
る
と
い
う
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
正
常
化
に
か
か
る
時
間
は
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
の
正
常
化
の
時
期
と
程
度
に
よ
り

ま
す
。

• 気候変動重視からウクライナ
戦争を通じてセキュリティ重
視の流れに
• AI等による膨大な電力需要の
増大への対応が緊急の課題に
• イラン戦争によりエネルギー
セキュリティは国家安全保障
に格上げの動き

エネルギーをめぐるモメンタムは大きく変化しつつある

背
景

潮
流

• 脱炭素モメンタム
• AI革命前/COVID経済
• エネルギー断絶意識低

Sustainability重視
• 再エネ含むクリーンエネル
ギーへの急速な転換
• 化石燃料の座礁資産化へ
の懸念

• ロシア産ガス供給減
• 脱炭素の高コスト認識
• COVIDからの経済回復

バランスの再評価
• 安価な供給とセキュリティ
の重要性を再認識
• 脱炭素・再エネ事業のタイ
ムテーブルの見直し

• エネルギー需要増再認識
• 電力需要増
 （AI革命→DC電力含む）
• インフレによるコスト増
• ロシア産ガスの供給減
• 北米・カタールLNGの拡大

エネルギーの量的確保
• エネルギー消費の増加に対
応する必要性
• 再エネだけでは対応しきれ
ず、当面は化石燃料が必要
とのコンセンサス

• ホルムズ封鎖
• インフレによるコスト増
• AI革命→DC電力需要
• ロシア産ガスの供給減
• 北米LNGの拡大

エネルギー安全保障
• まずは、経済の基盤である
エネルギーを確保
• エネルギー安全保障の観
点から、再エネ・電化促進
 + 石炭延命の機運

（INPEX資料より）

Energy Transition Address Trilemma Energy Addition Energy Security+ Resilience
2020～ 2022～ 2024～ 2026～

　

こ
の
数
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
モ
メ
ン

タ
ム
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ま
つ
わ
る
考

え
方
の
重
点
の
置
き
方
が
変
わ
っ
て
き
た
の

で
す
。

　

２
０
２
０
年
頃
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

気
候
変
動
対
策
に
重
き
が
置
か
れ
、
当
社
も

「
化
石
燃
料
を
採
掘
し
て
も『
ス
ト
ラ
ン
デ
ッ

ド
・
ア
セ
ッ
ト
（
座
礁
資
産
）』
に
な
る
だ
け
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
に
替
え
る

べ
き
だ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
た
２
０
２
２

年
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
リ
レ
ン
マ
」
と
い

う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ロ
シ
ア
産
ガ
ス
の
供
給
が
減
る
中
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
３
つ
の
課
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く

か
と
い
う
ト
リ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
の
で
す
。

　
２
０
２
４
年
以
降
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
デ
ィ

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
は
や
り
ま
し
た
。

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

普
及
で
電
力
需
要
の
大
き
な
伸
び
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

原
子
力
な
ど
の
脱
炭
素
電
源
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
電
力
需

要
の
増
加
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
議

論
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
潮
流
は
今
も

続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
に
ホ
ル
ム
ズ
危
機
が
起
こ
る

と
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
や
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
に
つ
い
て
一
層
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
前
、
私
が
あ
る
テ
レ
ビ

番
組
に
出
演
し
た
際
、
キ
ャ
ス
タ
ー
か
ら

「
天
然
ガ
ス
の
話
で
は
興
味
を
持
た
れ
ま
せ

ん
。
水
素
の
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

7
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今
回
の
戦
争
は
、
イ
ラ
ン
に
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
と
い
う
大
き
な
武
器
の
存
在
を
目
覚
め
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
部
を
閉
じ
た

り
、
通
行
料
を
国
に
よ
っ
て
変
え
た
り
と

様
々
な
管
理
の
形
態
が
可
能
で
、
イ
ラ
ン
は

核
兵
器
を
超
え
る
よ
う
な
武
器
を
手
に
し
た

と
も
い
え
ま
す
。

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
同
じ
番
組
に
出

た
際
に
は
、
同
じ
キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
今
は
ガ

ス
こ
そ
重
要
で
す
。
水
素
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
話
で
は
な
く
ガ
ス
の
話
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。
か
く
の

ご
と
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
モ
メ
ン
タ
ム
は
揺

れ
動
い
て
い
る
状
況
と
言
え
ま
す
。

　

６
月
に
米
国
と
イ
ラ
ン
は
60
日
間
の
停
戦

に
合
意
し
ま
し
た
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は
60
日

間
無
料
開
放
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
管
理

は
イ
ラ
ン
と
オ
マ
ー
ン
が
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ン
は
即
時
の
原
油
・

石
油
製
品
の
輸
出
が
可
能
で
、
最
終
合
意
後

に
は
制
裁
が
解
除
さ
れ
、
凍
結
資
産
も
解
放

さ
れ
ま
す
。
将
来
は
３
０
０
０
億
ド
ル
の
投

資
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
も
記
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
肝
心
の
イ
ラ
ン
の
核
に
つ

い
て
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
ど
う
す
る
か
が
明
確

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画

や
フ
ー
シ
派
・
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
い
っ
た
代
理
勢

力
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ラ

ン
側
に
得
る
も
の
が
多
い
内
容
で
、
米
国
で

は
「
何
の
た
め
の
戦
争
だ
っ
た
の
か
」
と
い

う
議
論
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
交
渉

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
「
60
日
間

で
は
ま
と
ま
ら
ず
延
長
を
繰
り
返
し
、
今
の

状
況
が
続
く
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に
つ
い
て
は
、
機
雷
撤
去

に
数
カ
月
か
か
り
、
そ
の
後
に
よ
う
や
く
ペ

ル
シ
ャ
湾
に
残
さ
れ
た
船
が
出
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
６
カ
月
を
予
想
す
る
と
、

通
行
量
は
80
％
程
度
ま
で
回
復
す
る
も
の
の
、

イ
ラ
ン
に
よ
る
海
峡
管
理
で
通
行
料
が
か
か

る
と
な
る
と
、
一
定
程
度
の
船
は
ペ
ル
シ
ャ

湾
に
は
戻
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
数

カ
月
か
ら
数
年
単
位
で
代
替
ル
ー
ト
の
開
発

が
進
み
、
10
〜
15
％
程
度
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

の
通
行
量
が
減
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今回の中東危機が世界のエネルギー政策に与える影響 （INPEX資料より）

セキュリティはタダではなく、エネルギーシステムの転換には大きなコストがかかる
• 再エネ：太陽光、風力等の大量導入には電力グリッドの強靭化が不可欠
• 水素、アンモニア：天然ガスの4～10倍のコスト
• 原子力：再稼働・新設のコスト、新技術はかなり先

誰がセキュリティ転換のコストを負担するかについて、コンセンサスなし
•「クリーンでセキュリティの高いエネルギーは欲しい」、「でも今と同じ値段で」

加えて膨大な電力需要の増大に対応する必要がある
• AI、データセンターなどにより、電力需要は2035年頃までに今の数倍から
10倍程度必要（本当か？）
• もしそうであるならば、全てのエネルギー源を投入する必要あり

エネルギーシステムの転換に当たって考慮されるべき点

1

2

3

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト

石
炭
を
再
評
価
す
る
動
き
も

  
今
回
の
中
東
危
機
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。

効
率
性
・
経
済
性
重
視
の
現
在
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
重
視
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
と
い
う
方
向
性
に
進
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
南
米
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
中
東
以
外
の
国
へ
の
調
達
先

の
多
様
化
で
す
。
中
東
産
原
油
に
関
し
て
も
、

フ
ジ
ャ
イ
ラ
や
ヤ
ン
ブ
ー
な
ど
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
を
通
ら
な
い
も
の
が
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　

石
油
か
ら
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
シ
フ
ト
も
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。
ク
ル

マ
で
言
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
か
ら
Ｅ
Ｖ
、
水
素

へ
、
船
に
関
し
て
は
重
油
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、
メ

タ
ノ
ー
ル
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
へ
、
電
力
は

火
力
発
電
か
ら
原
子
力
や
再
エ
ネ
に
シ
フ
ト

す
る
で
し
ょ
う
。「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
の
シ
フ
ト
で
す
が
、「
ク

リ
ー
ン
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
観
点
か
ら
も
」
正
当
化
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。

　

石
炭
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
最
後
の

砦
」
と
し
て
再
評
価
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

石
炭
は
多
く
の
国
で
産
出
さ
れ
、
相
対
的
に

地
政
学
リ
ス
ク
が
低
い
資
源
で
す
。
値
段
も

安
く
、
今
回
の
危
機
に
お
い
て
も
ア
ジ
ア
の

国
々
は
石
炭
に
回
帰
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
ア

ン
モ
ニ
ア
混
焼
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・

貯
留
）
活
用
で
削
減
も
可
能
で
す
。
石
炭
の

扱
い
は
こ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
議
論
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
転
換
に
当
た
っ

て
は
、
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
を
考

慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
太
陽
光
や
風

力
等
の
再
エ
ネ
を
大
量
導
入
す
る
に
は
電
力

グ
リ
ッ
ド
の
強
靱
化
が
不
可
欠
で
す
。
水
素

や
ア
ン
モ
ニ
ア
は
天
然
ガ
ス
の
４
〜
10
倍
の

コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
原
子
力
は
新
設
だ

け
で
な
く
再
稼
働
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま

す
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
核
融
合
）」
な
ど
の

新
技
術
が
実
現
す
る
の
は
相
当
先
で
す
。

　

問
題
は
、
日
本
で
も
世
界
で
も
、
こ
う
し

て
増
え
る
コ
ス
ト
を
誰
が
負
担
す
る
か
と
い

う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
誰
も
が
「
ク
リ
ー
ン
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

8
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そ
の
ほ
か
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
油
田
や
洋

上
風
力
発
電
を
手
掛
け
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
は
海
上

油
田
や
陸
上
鉱
区
に
大
き
な
投
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
「
ア
バ

デ
ィ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
推
進
し
、

２
０
３
０
年
代
初
頭
の
生
産
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
は
、
足
元

の
約
４
億
ｔ
か
ら
２
０
３
５
年
に
は
約
７
億

ｔ
へ
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
需
要
の
中
心

は
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
約
６
割
を

占
め
ま
す
。
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
増
え
る
ア
ジ
ア

圏
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
に
対
し
、イ
ク
シ
ス
・
ア
バ

デ
ィ
を
核
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

低
炭
素
化
に
向
け
て
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

事
業
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
柏
崎
市

に
国
産
天
然
ガ
ス
を
使
っ
た
水
素
・
ア
ン
モ

ニ
ア
製
造
の
実
証
プ
ラ
ン
ト
を
造
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
・
貯
留
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
組

み
合
わ
せ
、年
間
７
０
０
ｔ
の
ブ
ル
ー
水
素
・

ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
を
製
造
し
ま
す
。

　

ま
た
首
都
圏
で
、
千
葉
・
京
葉
臨
海
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
か
ら
鉄
鋼
な
ど
複
数
の
産
業
を
排

出
源
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
し
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
輸
送
し
外
房
沖
海
域
に
貯
留
す
る
Ｃ

Ｃ
Ｓ
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
情
勢
は
ま
す
ま
す
複

雑
化
し
、
困
難
な
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

長
期
的
な
視
点
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
支
え
、

豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
欲
し
い
」「
で
も
今

と
同
じ
値
段
で
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
現
状
の
技
術
を
前
提
と
す
る
限
り
、
ほ
ぼ

 

膨
大
な
電
力
需
要
の
増
大
に
向
け
て

コ
ー
ジェ
ネ
活
用
な
ど
、省
エ
ネ
が
重
要

　

膨
大
な
電
力
需
要
の
増
大
に
ど
う
対
応
す

る
か
も
大
き
な
課
題
で
す
。
Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
電
力
需
要

は
２
０
３
５
年
頃
ま
で
に
今
の
数
倍
か
ら
10

倍
程
度
必
要
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。「
再

エ
ネ
が
い
い
」「
石
炭
は
イ
ヤ
」
な
ど
と
言
っ

て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
需
要
に
合
わ
せ
た
供
給

を
確
保
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

一
層
重
要
に
な
る
の
が
省
エ
ネ
で
す
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
含
む
省
エ
ネ
に
、
改
め
て
真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
現
在
は
世
界
の
基
本
シ
ス
テ

ム
の
転
換
点
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
連

に
よ
る
安
全
保
障
体
制
は
機
能
せ
ず
、
自
由

貿
易
も
昭
和
の
思
想
に
過
ぎ
な
く
な
り
ま
し

た
。
一
国
主
義
が
横
行
し
、
民
主
主
義
や
自

由
・
平
等
も
普
遍
的
な
価
値
で
は
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｉ
が
社
会
、
経
済
、

政
治
、
戦
争
の
あ
り
方
、
企
業
運
営
、
人
間

の
生
き
方
ま
で
す
べ
て
を
変
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　

企
業
の
経
営
に
当
た
っ
て
、
紛
争
が
常
態

化
し
つ
つ
あ
る
現
実
を
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
」
と
し
て
見
据
え
る
べ
き
時
代
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
中
東
の
緊

不
可
能
で
す
が
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
タ
ダ

で
は
な
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
く

て
は
、
政
策
転
換
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

張
、
米
中
対
立
を
見
れ
ば
、
地
政
学
的
な
リ

ス
ク
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中

東
に
関
し
て
言
え
ば
、
も
と
も
と
は
友
好
国

だ
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
間
で

政
治
的
な
方
向
性
に
違
い
が
生
じ
、
新
た
な

対
立
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
紛
争
が
続
く

世
界
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
い
か
に
作
り
上
げ

る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
市
場
環
境
の
中
で
、

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
が
推
進
す
る
事
業
戦
略
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
日
本
最
大
規
模
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
企
業
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の

中
に
は
、
電
力
会
社
や
ガ
ス
会
社
な
ど
、
国

内
市
場
で
小
売
り
・
卸
売
り
を
し
て
い
る
企

業
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
そ
う
し

た
企
業
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
る
上

流
企
業
で
す
。
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
地
下
数

千
メ
ー
ト
ル
か
ら
掘
り
出
し
供
給
す
る
ほ
か
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
水
素
な
ど
低
炭
素
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
「
イ
ク
シ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
」
で
す
。
巨
大
な

洋
上
生
産
施
設
か
ら
海
底
数
千
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
天
然
ガ
ス
を
掘
り
出
し
、
精
製
・
加
工

し
た
上
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
陸
上
プ
ラ
ン
ト
ま
で
輸
送
し
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
船
で
日
本
に
運
ん
で
い
ま
す
。
受
け
入

れ
基
地
の
あ
る
新
潟
・
直
江
津
か
ら
東
京
方

面
ま
で
約
１
５
０
０
㎞
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

通
じ
て
お
客
様
の
元
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
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一般財団法人日本エネルギー経済研究所顧問の小山堅氏と元JERA常務執行
役員アジア・太平洋州担任の久玉敏郎氏、柏木理事長による鼎談は「エネルギー
における世界情勢の変化と我が国の戦略」をテーマに行った。各地で頻発する紛
争が世界のエネルギー市場やエネルギー需給にどのような影響を及ぼしている
か、その中で我が国はアジアの国々と協調し、いかに低炭素なエネルギーシステ
ムを構築すべきかについて活発に意見を交わし合った。

エネルギーにおける
世界情勢の変化と我が国の戦略

紛争続く世界、日本はASEANと連携し
エネルギーセキュリティを確保へ
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柏
木
孝
夫
　
こ
れ
ま
で
世
界
各
国
は
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
、
国
際
法
を

遵
守
し
な
が
ら
成
長
・
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
時
代
は
終
わ
り
、
米
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
「
力
に
よ
る
平
和
（Peace through 

Strength

）」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

世
界
で
は
紛
争
が
続
く
で
し
ょ
う
。
今
回
の

イ
ラ
ン
危
機
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
小
山
さ

ん
は
今
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

小
山
堅
氏
（
以
下
敬
称
略
）　

環
境
保
全
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、「
地
球
の

た
め
」「
世
界
の
た
め
」
と
い
う
地
球
益
の

概
念
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
数
年
は
各
国
の
む
き
出
し
の

国
益
追
求
が
前
面
に
表
れ
て
い
ま
す
。
イ
ラ

ン
危
機
で
も
、
自
国
の
利
益
の
最
大
化
を
目

指
す
行
動
が
顕
著
で
「
安
定
」「
秩
序
」
と

い
う
概
念
が
崩
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
起
き
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
危
機
を
振
り
返
る
と
、
50
年
前
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
石
油
禁
輸
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
っ
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
危
機
」
で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
は
、
ロ
シ
ア
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入
で
き

な
く
な
っ
た
「
欧
州
の
危
機
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
今
回
の
ホ
ル
ム
ズ

危
機
は
、
原
油
の
中
東
依
存
度
が
高
く
、
備

蓄
も
十
分
で
な
か
っ
た
「
ア
ジ
ア
の
危
機
」

で
す
。
こ
の
重
大
な
危
機
に
対
し
、
日
本
は

ア
ジ
ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
国
際
戦
略
を
と

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

柏
木
　
久
玉
さ
ん
は
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
で
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
州
を
担
当
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
の
立
場
に
立
っ
て
世
界
の
流
れ
を
見
た

時
、
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
ど
う
捉
え
ら

れ
ま
す
か
。

久
玉
敏
郎
氏
（
以
下
敬
称
略
）　

ホ
ル
ム
ズ

危
機
で
ア
ジ
ア
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
経
験
か
ら
、
調
達
先
を
多
様
化

し
、
年
間
に
扱
う
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
４
０
０
０
万
ｔ
の
う
ち
ホ
ル
ム
ズ
経
由

は
６
％
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
ア
ジ
ア
は
、
原
油
の
６
割
を
イ
ラ
ン
か

ら
、
ま
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
３
分
の
１
を
ホ
ル
ム
ズ

経
由
で
輸
入
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

ガ
ソ
リ
ン
車
が
走
行
し
な
く
な
る
な
ど
、
市

民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
ア
ジ
ア
経
済
は
飛
躍
的
に

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
伸
び
率
は
イ
ン
ド
が
７
％
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
６
・
５
％
、
ベ
ト
ナ
ム
も
６
％
に
達

し
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
成
長
を
続
け
れ
ば
、

10
年
後
に
は
中
国
を
除
く
ア
ジ
ア
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
き
、
ア
ジ
ア
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
は
２
倍
に
拡
大
し
ま
す
。
ア
ジ

ア
に
対
し
、
今
の
２
倍
量
の
電
力
を
届
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
重
要
な
課
題
を
認

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
市
場
に
波
及

ホ
ル
ム
ズ
危
機
は「
ア
ジ
ア
の
危
機
」

日
本
主
導
で
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
作
り

Ｗ
ｉｎ-

Ｗ
ｉｎ
の
循
環
型
経
済
を

柏
木
　
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
中
の
６
、７
カ
国
と
は
非
常

に
近
い
関
係
に
あ
り
、
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
の
よ
う
な
形
で
の
協
力
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
技
術
力

や
経
済
力
を
活
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
で
互
い
に
Ｗ
ｉ
ｎ-

Ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

小
山
　
50
年
前
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
連
帯
を
作
る
た
め
、
米
国
が
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
の
創
設
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
日

本
が
主
導
し
て
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
作
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
共
に
強
化
す
る

べ
き
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
方
た
ち
は
、「
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

た
い
。
そ
こ
に
日
本
も
関
与
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
市
早
苗

首
相
が
ア
ジ
ア
の
新
た
な
協
力
の
枠
組
み
と

し
て
発
表
し
た
「
ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

資
源
供
給
力
強
靱
化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
通
称POW

ERR Asia

／
パ
ワ
ー
・
ア
ジ

ア
）」
は
、
ア
ジ
ア
各
国
の
原
油
の
調
達
や

備
蓄
拡
大
の
た
め
の
資
金
協
力
を
行
う
と
い

う
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思

い
ま
す
。

久
玉
　
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
高

市
首
相
が
主
導
し
た「
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
共
同
体
（
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）」
な
ど
の
枠

組
み
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
は
「
脱
炭

素
」「
経
済
成
長
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
」
の
ト
リ
レ
ン
マ
解
消
を
考
え
る
機
関

で
、
日
本
は
こ
の
機
関
も
活
用
し
つ
つ
、
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
っ
て
ア
ジ
ア
全
体
の
エ

11
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一般財団法人日本エネルギー経済研究所 顧問

小山 堅 氏

我
々
の
研
究
所
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
な
り
の
多
様
な
道
筋
が
あ
る
。
化
石

燃
料
も
う
ま
く
使
い
な
が
ら
脱
炭
素
化
を
進

め
る
方
が
相
対
的
に
コ
ス
ト
は
低
い
」
と
提

案
し
納
得
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
代
初
頭
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
計
画
を
策
定
す
る

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
欧
州
の
専
門

家
は
「
化
石
燃
料
は
す
べ
て
や
め
て
グ
リ
ー

ン
化
す
べ
き
」
と
提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、

ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
構
築
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
課
題
に
関
し
て

日
本
を
注
視
し
、
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
が
ア

ジ
ア
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
絶
好
の
機

会
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
ア
ジ
ア
圏
で
日
本
が
省
エ
ネ
や
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
な
ど
の
技
術
を
活
か
し
た

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
作
り
上
げ
、

成
長
・
発
展
す
る
た
め
に
最
も
必
要
な
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

小
山
　
一
番
は
外
交
力
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
相
手
国
の
状
況
や
希
望
を
丁
寧
に
す
く

い
上
げ
た
上
で
提
案
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

ア
ジ
ア
で
復
活
し
つ
つ
あ
る
石
炭

日
本
は
低
炭
素
技
術
を
売
る
好
機

久
玉
　
現
に
ア
ジ
ア
で
は
今
、
石
炭
が
復
活

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
再
エ
ネ
拡
大
だ
け
で
は
２
倍
に
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
ま
か
な
え
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
石
炭
火
力
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
を
使
う
と
い

う
話
が
出
て
い
ま
す
。

　

5
、
6
年
前
に
は
、
特
に
欧
州
で
「
石
炭

火
力
は
悪
」
と
見
ら
れ
、国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
も
石
炭
火
力
発
電
へ
の
投
融
資
を

た
め
ら
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
そ

れ
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
究
極
の
目
標

は
水
素
社
会
の
実
現
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
の

中
間
地
点
と
し
て
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
や
ア
ン
モ

ニ
ア
混
焼
の
石
炭
火
力
で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
技
術
を
持
つ
日
本
は
、
そ
の
道

筋
で
貢
献
が
可
能
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は

２
０
２
４
年
に
石
炭
火
力
の
燃
料
の
20
％
を

ア
ン
モ
ニ
ア
に
置
き
換
え
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
20
％
削
減
す
る
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
の
支
援
も
い

た
だ
き
、
２
０
２
９
年
度
に
商
用
運
転
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
ア
ジ
ア
に
対
し
、
ア
ン

モ
ニ
ア
混
焼
の
石
炭
火
力
と
い
う
中
間
的
な

位
置
付
け
の
技
術
を
売
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

柏
木
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
イ
ン
フ
ラ
を
伴
い
ま

す
。
日
本
は
イ
ン
フ
ラ
で
も
世
界
の
ト
ッ
プ

の
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
久
玉

さ
ん
が
か
つ
て
在
籍
し
て
い
た
東
京
電
力
は

約
15
兆
円
の
価
値
の
資
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。

資
産
を
活
か
し
た
成
長
戦
略
を
講
じ
る
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

久
玉
　
東
京
電
力
時
代
に
私
が
最
も
誇
り
と

し
て
い
た
の
は
電
力
系
統
の
安
定
性
で
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
旅
行
し
た
こ
と
の
あ
る

12



コージェネ財団特別講演会2026レビュー

方
な
ら
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
電
気

の
停
電
や
点
滅
が
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
が
一
切
な
い
の
が
日
本
の
シ
ス
テ

ム
で
、
年
間
の
停
電
時
間
は
6
分
足
ら
ず
で

す
。
こ
れ
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
で
系
統
電
力
は
不
安
定
化
し
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
あ
る
シ
ス
テ
ム

を
作
る
技
術
は
日
本
の
電
力
会
社
が
世
界
一

で
す
。
世
界
に
誇
れ
る
技
術
で
あ
り
、
そ
う

い
う
面
が
光
を
浴
び
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
々

1958年神奈川県生まれ。1982年3月東京工業大学大学院（現東京科学大学大学
院）総合理工学研究科生産機械工学専攻修了。1982年4月東京電力入社。国際部
長、執行役員等を経て2016年7月JERA執行役員発電事業開発本部発電・エネル
ギーインフラ部長に就任。2018年1月JERA Americas Inc.取締役社長を兼任。
2019年4月JERA常務執行役員、JERA Asia Pte.Ltd.取締役社長に就任。2024年
4月JERAシニアアドバイザーアジア・太平洋州担任、JERA Asia Pte.Ltd.取締役副
会長を経て2025年4月よりJERAシニアアドバイザーアジア・太平洋州担任。

元 JERA 常務執行役員 アジア・太平洋州担任

久玉 敏郎 氏
くだま   としろう

た
、
変
動
性
の
高
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
本
格
的
に
電
源
化
す
る
た
め
、
新
た
な
系

統
制
御
も
追
求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
今
後
は
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
が

普
及
し
、
地
産
地
消
が
進
み
ま
す
。
自
家
消

費
し
つ
つ
外
部
へ
の
売
電
で
も
き
ち
ん
と
電

圧
や
周
波
数
を
修
正
で
き
る
よ
う
な
パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
制
御
が
必
要
で
す
。
需

要
サ
イ
ド
に
関
し
て
は
、
一
層
の
省
エ
ネ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
需
給
両
面
で
や
る
べ
き
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

小
山
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
改
革
を
進

め
る
上
で
経
済
安
全
保
障
の
視
点
も
重
要
で

す
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
は
今
、

中
国
が
大
き
な
ド
ミ
ナ
ン
ス
を
持
っ
て
い
ま

す
。
太
陽
光
、
Ｅ
Ｖ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の

の
グ
リ
ッ
ド
強
靱
化
に
参
画
で
き
れ
ば
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
至
る
メ
コ
ン
地
域

で
グ
リ
ッ
ド
整
備
構
想
が
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
が

貢
献
で
き
る
分
野
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
上
で
、

各
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
を
作

り
込
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
需
給
構
造
改
革
が
必
要

原
子
力
は
欠
か
せ
な
い
選
択
肢

柏
木
　
こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
の
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
か
。
高
市
政
権
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選

択
肢
は
削
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

原
子
力
も
ガ
ス
も
石
炭
も
う
ま
く
活
用
し
よ

う
と
い
う
方
針
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

小
山
　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
備
蓄
な
ど
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
ホ
ル
ム
ズ
危
機
で
、
日
本

が
原
油
輸
入
の
90
％
以
上
を
中
東
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
に
疑
問
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た

が
、
省
エ
ネ
が
進
み
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
占
め
る
中
東
原
油
の
割
合
は
大
き

く
下
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
対
応
と

し
て
は
、
ナ
フ
サ
不
足
な
ど
の
危
機
対
策
を

講
じ
る
と
同
時
に
、
長
期
的
目
線
で
総
合
的

な
需
給
構
造
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
中
で
も
、
原
子
力
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

柏
木
　
需
給
構
造
改
革
で
言
う
と
、
供
給
サ

イ
ド
に
関
し
て
は
多
様
化
が
１
つ
の
答
え
で

し
ょ
う
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
原
子
力
も
欠

か
せ
な
い
選
択
肢
で
す
。
炉
心
溶
融
時
に
溶

融
物
を
閉
じ
込
め
、
流
出
を
防
止
す
る
「
コ

ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
備
え
る
な
ど
、
安
全

性
を
確
保
し
た
上
で
推
進
す
べ
き
で
す
。
ま
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柏木 孝夫
かしわ ぎ 　 た か お

今
講
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が

今
後
50
年
の
発
展
の
礎
に
な
る

シ
ェ
ア
が
高
く
、
９
割
に
達
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
中
国
は
こ
う
し
た
製
品

の
製
造
に
必
要
な
レ
ア
ア
ー
ス
や
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
も
強
い
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
が
中
国
へ
の
依
存
に
つ
な
が
り

得
る
こ
と
も
考
慮
し
た
上
で
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
を
作
り
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
難

し
い
要
素
が
１
つ
加
わ
っ
た
形
で
す
。

久
玉
　
経
済
安
全
保
障
に
関
し
て
言
う
と
、

イ
ン
ド
が
面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
製
品
は
輸
入
せ

ず
、
イ
ン
ド
の
国
内
製
品
で
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
も
風
車
も
作
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
中
国
の
ド
ミ
ナ
ン
ス
か
ら
逃
れ
、

自
ら
〝
再
エ
ネ
王
国
〞
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。

柏
木
　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
普
及
に
伴
う
電
力
需
要
増
大
に
対
し

て
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
講
じ
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
都
心
部
の
大
規
模
ビ
ル
に
分
散

型
電
源
を
導
入
し
、
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

（
Ｄ
Ｒ
）を
実
施
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
・

プ
ラ
ン
ト
（
Ｖ
Ｐ
Ｐ
）
機
能
を
持
た
せ
る
こ

と
も
有
効
な
手
段
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

小
山
　
分
散
型
電
源
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
分
散
型
電
源
は
基
幹
電
源

が
あ
っ
て
こ
そ
有
効
に
機
能
し
ま
す
。
変
動

性
の
高
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
導

入
し
た
時
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
構
築
す
る
の

か
と
い
う
視
点
も
含
め
た
全
体
戦
略
が
必
要

で
す
。
基
幹
電
源
に
関
し
て
は
、
原
子
力
の

有
効
活
用
が
不
可
欠
と
い
う
の
が
私
の
持
論

で
す
。
欧
米
の
専
門
家
か
ら
は
、「
日
本
は

ユ
ニ
ー
ク
な
国
だ
。
稼
働
し
て
い
な
い
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
安
定
電
源
が
こ
ん
な
に
存

在
す
る
国
は
ほ
か
に
な
い
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
国
民
の
理
解
を
得
て
、
安
全
性
を
担
保

し
た
上
で
原
子
力
を
活
用
で
き
れ
ば
、
日
本

は
お
そ
ら
く
電
気
料
金
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
し
、
電
力
の
安
定
供

給
が
可
能
な
唯
一
の
国
に
な
る
は
ず
で
す
。

柏
木
　
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
米
国
の
肥
料
会
社
Ｃ
Ｆ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
、
三
井
物
産
と
共
同
で
、

米
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
す

る
低
炭
素
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
事
業
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。
引
き
取
っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
を
パ

ナ
マ
運
河
経
由
で
日
本
に
運
び
、
碧
南
火
力

発
電
所
な
ど
で
混
焼
し
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
低
減

す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
狙
い
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

久
玉
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
碧
南
火

力
発
電
所
へ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
供
給
の
ほ
か
、

中
部
圏
の
産
業
界
に
ア
ン
モ
ニ
ア
を
供
給
す

る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
需
要
を
増
や
し
、
高
止
ま

り
す
る
価
格
を
引
き
下
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
55
年
前
、
東
京
電
力
は
ア
ラ
ス
カ
か

ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
入
し
、
南
横
浜
火
力
発
電
所

の
燃
料
と
し
ま
し
た
。
当
時
の
世
間
の
反
応

は
、「
そ
ん
な
高
い
燃
料
を
使
っ
て
ど
う
す

る
の
か
」
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
今
は
ご

覧
の
通
り
、
世
界
中
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
争
奪
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
５
０
年
に

14
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次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
成
長
戦
略
を
合
体
さ
せ
る
と
い
う
初

の
試
み
に
挑
戦
し
た
こ
と
が
特
徴
で
し
た
。

今
後
、
骨
太
の
方
針
な
ど
に
青
写
真
が
描
か

れ
、「
日
本
、
ア
ジ
ア
、
世
界
に
向
け
て
何

を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
か
」
を
具
体
化

し
て
い
く
中
で
成
長
戦
略
に
つ
な
げ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ル
ム
ズ
危
機
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
で

は
〝
脱
中
東
〞
が
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
重
要
な
柱
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
政

重
要
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
２
０
５
０

〜
２
０
６
５
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

達
成
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
リ
ー
ド

し
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
今
が
と
て
も
重
要
な

局
面
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
多
極
化
し
、
大

小
様
々
な
紛
争
が
起
き
続
け
る
可
能
性
が
高

い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
世
界
に
お

い
て
、
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
守
り
な
が
ら
成
長
を
果
た
す
に
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
が
重
要
で
す
。
日
本
の
先

進
技
術
を
活
用
し
、
互
い
に
Ｗ
ｉ
ｎ-

Ｗ
ｉ

ｎ
に
な
る
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
大
き
く
増
え
る
電
力
需
要
を
ま
か
な

う
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
削
ら
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
分
散
型
電
源
が
広
が
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
増
え
る
中
、
調
整

用
電
源
と
し
て
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
得
ま
す
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
核
と

し
た
分
散
型
電
源
を
ス
マ
ー
ト
化
し
た
送
配

電
網
、
送
配
電
シ
ス
テ
ム
と
結
び
つ
け
、
Ｄ

Ｒ
や
Ｖ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
す
れ
ば
、
低
炭
素
で
強

靱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
輸
出
ア
イ
テ
ム
に
も

な
り
、
低
炭
素
型
の
工
業
国
家
の
形
成
に
貢

献
で
き
る
で
し
ょ
う
。
産
官
学
一
体
で
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

は
同
じ
こ
と
が
ア
ン
モ
ニ
ア
で
も
起
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

ア
ン
モ
ニ
ア
は
マ
イ
ナ
ス
33
℃
で
液
化
す

る
の
で
水
素
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
も
取
り
扱
い

が
容
易
で
す
。
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
し
て
水
素
を

取
り
出
し
、
水
素
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
燃
焼
す

れ
ば
、
１
０
０
％
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
電
気
が

で
き
ま
す
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱

電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
で
も
使
え
ま
す
。

　

碧
南
で
の
混
焼
で
は
、
既
存
の
ボ
イ
ラ
ー
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
発
電
機
な
ど
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
製
造
側
の
大
規
模
化
や
装
置
・
機

器
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
必
要
で
す
が
、
石
炭

火
力
発
電
の
電
力
を
低
炭
素
化
す
る
上
で
極

め
て
現
実
的
な
解
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
木
　
水
素
に
関
し
て
は
今
、
中
国
が
国
を

挙
げ
て
産
業
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
３
年
ほ
ど
で
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の

累
計
販
売
台
数
は
４
万
台
に
達
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
２
０
１
４
年

に
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
を
発
売
し
た
が
、
Ｆ
Ｃ

Ｖ
の
累
計
販
売
台
数
は
９
０
０
０
台
ほ
ど
に

と
ど
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
も
っ
た
い

な
い
こ
と
で
す
。
政
府
は
改
め
て
主
要
幹
線

道
路
沿
い
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
、

水
素
ト
ラ
ッ
ク
を
運
行
さ
せ
水
素
需
要
を
創

出
す
る
「
水
素
大
動
脈
構
想
」
を
成
長
戦
略

に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
山
さ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
成
長
戦
略
の

関
係
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

小
山
　
２
０
２
５
年
２
月
に
策
定
し
た
第
７

策
も
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
ど
こ
に
優
先
度

を
置
く
か
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
省
エ

ネ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
日
本
を
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
押
し
上
げ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
講

じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
日
本
の
今
後
の

成
長
を
支
え
る
礎
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
は
い
ま
す
が
、

チ
ャ
ン
ス
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
次
の
50
年
、

日
本
が
勝
ち
抜
く
た
め
の
政
策
を
み
ん
な
で

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
か
ら
の
信
頼
は
日
本
の
武
器

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
協
働

柏
木
　
最
後
に
お
二
人
か
ら
言
い
足
り
な
い

点
や
強
調
し
た
い
点
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま

す
か
。

小
山
　
こ
れ
か
ら
ア
ジ
ア
と
関
係
を
強
化
し
、

協
調
し
て
い
く
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ

が
原
油
の
安
定
供
給
確
保
、
具
体
的
に
は
備

蓄
強
化
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
や
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
合
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
な

ど
の
中
東
の
国
々
も
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
へ
の

依
存
度
を
下
げ
る
た
め
、
代
替
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
家
備
蓄
に
も

協
力
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
日
本

は
中
東
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
仲
立
ち
を
す
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
え
る
は
ず
で
す
。「
パ

ワ
ー
・
ア
ジ
ア
」
の
枠
組
み
も
う
ま
く
活
用

し
、
ア
ジ
ア
の
問
題
と
し
て
一
緒
に
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。
中
東
も
含
む
「
ワ
イ
ド
ア

ジ
ア
」
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

久
玉
　
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
10
カ
国
と
ア

ン
モ
ニ
ア
混
焼
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
火
力

な
ど
に
関
す
る
覚
書
を
結
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
の
際
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
の
が
日

本
の
技
術
、
日
本
の
取
り
組
み
に
対
す
る
信

頼
で
す
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
武

器
で
す
。
こ
の
信
頼
を
ベ
ー
ス
に
技
術
を
共

有
し
、
各
国
の
資
源
や
状
況
に
合
っ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
な
政
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

15



SDGs

先進的な省エネ改修でNearly ZEBを実現
コージェネ設備はBCP対応の要

特別養護老人ホーム ながうらの郷
S p e c i a l  N u r s i n g  H o m e  f o r  t h e  E l d e r l y  “ N A G A U R A  n o  S A T O ”

Case1

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社
モ デ ル 名 CP25D1Z-TPJP
燃 料 種 別 LPG（バルクタンク設置）
定 格 出 力 25kW
台 数 2台
温水取出温度 70℃

効 率 総合：85.0％／発電：33.5％
排熱回収：温水51.5％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種
排熱は温水として回収し、給湯に利用

■ 施設概要
所 在 地 新潟県新潟市北区上土地亀2433-1
建 物 規 模 地上3階、塔屋1階
構 造 鉄骨造

面 積 建築面積：2,646.53㎡／延床面積：6,608.85㎡

開 業 年 月 2004年12月（コージェネ稼働：2022年12月）
そ の 他 入居者定員：110名（うちショートステイ：10名）

取材・文：池原 威徳

コージェネ導入のポイント
施設全体のZEB化推進、 
省エネルギー・カーボンニュートラル化
介護事業のBCP（事業継続計画）対応、 
入居者の安心感向上
電力ピークカット

1

2

3

　米どころ・越後平野の中心に位置する新潟市北区。こ
の地で運営されている特別養護老人ホーム「ながうらの
郷」は、「家づくり」「家族づくり」「地域づくり」をテーマに、
家庭的な環境で家族的な介護を目指している。通路は搬
送用のベッド同士がすれ違えるほど広く、入居者にとって
快適で温かみのある居住空間が形成されている。
　開所から約20年が経過し、老朽化による設備の補修
工事や維持費用が増加。全面的なリニューアルが検討
される中で、経済産業省の補助金を利用した省エネ改
修の計画が立ち上がった。コロナ禍により感染防止対策
に注意を払いながらのZEB化工事では、バルクタンク

向け温水式蒸発装置、超高効率変圧器といった先進的
な設備とともにコージェネを導入。BCP対応でも早速威
力を発揮した。
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入
居
者
の
安
心
感
向
上
に
寄
与

 　

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
後
は
設
備
の
補

修
や
修
繕
に
か
か
る
費
用
が
大
幅
に
減
少
。

ま
た
、
ガ
ス
空
調
機
を
電
気
空
調
機
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス

代
は
も
ち
ろ
ん
、
電
気
代
ま
で
削
減
で
き
た
。

維
持
管
理
や
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
費
用
の
削
減

の
み
な
ら
ず
、
非
常
時
に
も
電
力
が
供
給
さ

れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
入
居
者

お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
安
心
感
向
上
に
も
寄
与

し
た
。

　

高
齢
化
社
会
の
到
来
で
社
会
的
責
任
も
高

ま
っ
て
い
る
介
護
業
界
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
流
れ

が
進
め
ば
、
入
居
者
や
そ
の
家
族
の
信
頼
度

も
向
上
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
契
機
に

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
推
進

　

２
０
０
４
年
の
開
所
以
来
、
設
備
の
不
具

合
は
都
度
、
補
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、

維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
が
嵩
み
、
全
面
的

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
。

運
営
母
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
豊
聖
福
祉

会
と
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
経
済
産
業
省
の

補
助
金
事
業
で
あ
る
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資

促
進
に
向
け
た
支
援
補
助
金
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
実
証
事
業
）」
を
活

用
す
る
計
画
を
策
定
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
資
格
を
有
す
る
Ｂ
Ｒ
設
計
企
画
の
支
援
の

下
、
施
設
棟
全
体
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
目
指
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
コ
ロ
ナ
禍
の

２
０
２
０
年
に
着
工
。
最
上
階
天
井
裏
に
は

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
断
熱
材
を
導
入
し
、
内
窓
に

は
樹
脂
製
サ
ッ
シ
、
Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ
複
層
ガ
ラ

ス
（
空
気
入
り
）
を
採
用
。
空
調
設
備
に
つ

い
て
は
共
用
部
ゾ
ー
ン
で
ビ
ル
マ
ル
方
式
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
）、
居
室

ゾ
ー
ン
で
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に
切
り
替
え
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
を
高
め
る
と
共
に
、
第
３
種

換
気
を
第
１
種
換
気
に
変
更
し
、
全
熱
交
換

器
の
採
用
に
加
え
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
に
よ
る
外
気

量
制
御
を
導
入
し
た
。
給
湯
設
備
は
連
結
型

給
湯
器
50
号
×
４
台
と
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
30 

kW

×
２
台
、
さ
ら
に
超
高
効
率
変
圧
器
を
導
入

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減
。
こ
れ
ら

の
省
エ
ネ
対
応
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

全
体
で
84
・
５
％
削
減
さ
れ
、
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
が
実
現
し
た
。

落
雷
で
停
電
…

コ
ー
ジ
ェ
ネ
稼
働
で

入
居
者
を
救
う

　

２
０
２
４
年
度
よ
り
、
自
然
災
害
や
感
染

症
発
生
時
に
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、

利
用
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、
介
護
事
業
者

に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
お
よ
び
コ
ー

ジ
ェ
ネ
は
、
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
み
な
ら
ず
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応
を

目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
２
５
年
９
月
３
日
未
明
、
新
潟
地
方

を
激
し
い
雷
雨
が
襲
い
、
な
が
う
ら
の
郷
も

落
雷
の
た
め
約
10
時
間
に
わ
た
っ
て
停
電
と

な
っ
た
。
本
来
な
ら
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を

目
的
に
、
８
時
40
分
か
ら
22
時
20
分
ま
で
の

稼
働
で
あ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
停
電
後
、
即
座

に
稼
働
。
バ
ル
ク
タ
ン
ク
の
気
化
装
置
を
ガ

ス
式
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
停
電
時
で

も
、
燃
料
の
供
給
が
可
能
と
な
り
、
施
設
の

１
階
に
あ
る
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
へ
電
力
を

送
り
続
け
た
。
当
直
の
ス
タ
ッ
フ
が
吸
引
器

な
ど
の
医
療
機
器
を
必
要
と
す
る
入
居
者
を

交
流
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
さ
せ
、
停
電
解
消
ま

で
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
な
く
入
居
者

を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
２
２
年
12
月

の
稼
働
か
ら
３
年
弱
で
実
行
に
移
さ
れ
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
お
い
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）

太陽光発電（PV）

電気

EHP
地域交流室

給水加圧ポンプ

エコキュート

バルクタンク
給湯器用コンセント

商用電源

太陽熱

バルクタンク
LPG

エコキュート

蓄熱貯湯槽

陸熱貯湯槽

連結型給湯器
厨房

浴槽給湯
洗面給湯

電源フロー

給湯フロー

ガスエンジン・
コージェネ

（25kW×2台）

ガスエンジン・
コージェネ

（25kW×2台）

貯湯槽

電力

給湯

LPG

給湯

ガスエンジン・コージェネ（25kW×2台）

17 コージェネ導入事例



コージェネ導入のポイント
夏季における電力ピークカット
排熱有効利用による徹底した 
省エネ・低炭素化
経済性への貢献

1

2

3

東アジアトップクラスの国際空港が目指す、
省エネ・脱炭素化とピークカットの両立

福岡空港国際線旅客ターミナルビル
F u k u o k a  A i r p o r t  I n t e r n a t i o n a l  P a s s e n g e r  Te r m i n a l  B u i l d i n g

Case2

取材・文：杉岡 直紀

　福岡空港は、九州・西日本の拠点空港として、多くの国
内線・国際線が就航し、国内外の交流を支えている。「比
類なき東・東南アジアの航空ネットワークを有する、東ア
ジアのトップクラスの国際空港」の実現に向け、インバウ
ンド需要の増加とアジアのゲートウェイとしての機能強
化に応えるため、国際線旅客ターミナルビルの増改築が
実施され、2025年3月にグランドオープンを迎えた。
　ターミナル容量の拡大とともに、環境への配慮やコス
ト削減の施策として、既存熱源設備を一新するとともに、

■ 施設概要
所 在 地 福岡県福岡市博多区大字青木739番地
建 物 規 模 地上4階
構 造 鉄骨造
面 積 延床面積：約136,000㎡

開 業 年 月 1999年5月供用開始、2025年3月増改築完了
（コージェネ稼働：2025年3月）

そ の 他

年間旅客数：約2,712万人
（内、国際線850万人）（2024年度）
国内線28路線・航空会社13社、
193便／日（2026年4月時点）
国際線23路線・航空会社33社、
73便／日（一部運休含む）（2026年4月時点）

新たに400kWのガスエンジン・コージェネが導入され
た。本施設では、夏季の電力ピークカットによる省エネ・
省コスト化や、排熱の有効利用による脱炭素化が推進さ
れている。持続可能な空港運営に向けた先駆的な取り組
みを紹介する。

SDGs
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て
い
る
。
一
方
で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
耐
震
性

に
優
れ
た
中
圧
導
管
か
ら
供
給
さ
れ
る
都
市

ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス

タ
ー
ト
機
種
だ
が
、
現
時
点
で
は
停
電
時
の

対
応
計
画
は
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
今
後
の
更
な
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
策

と
し
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用
に
期
待
し
た
い
。

ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
の

機
能
強
化
と

脱
炭
素
化
へ
の
挑
戦

　

国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
大
規
模

な
増
改
築
に
お
い
て
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
面

積
を
従
来
の
約
2
倍
へ
と
拡
張
し
、
施
設
の

大
幅
な
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
空
港

と
し
て
国
際
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、

環
境
配
慮
・
脱
炭
素
化
へ
の
対
応
が
急
務
で

あ
っ
た
。
国
土
交
通
省
航
空
局
が
作
成
し

た
「
福
岡
空
港
脱
炭
素
化
推
進
計
画
（
令
和

６
年
４
月
）」
に
則
り
、
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
２
０
１
３
年
度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
50
％
削
減
し
、
２
０
５
０
年
度
に
は

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
と
い

う
高
い
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
計

画
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
増
改
築
工
事
に
合
わ
せ
て
既
存
の
熱
源
設

備
が
一
新
さ
れ
、
コ
ス
ト
削
減
と
環
境
負
荷

低
減
の
両
立
を
目
指
し
、
新
た
に
コ
ー
ジ
ェ

ネ
が
導
入
さ
れ
た
。

　
ま
た
福
岡
空
港
は
こ
れ
ま
で
も
航
空
灯
火
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
太
陽
光
発

電
の
設
置
な
ど
が
推
進
さ
れ
た
ほ
か
、
国
内

産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
普
及
促
進
に
向
け
た
廃
油
の
回

収
・
提
供
な
ど
に
取
り
組
み
、
更
な
る
空
港

の
脱
炭
素
化
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

夏
季
の
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
と

排
熱
活
用
に
よ
る

徹
底
し
た
省
エ
ネ

　

新
た
に
導
入
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
設

計
段
階
に
お
い
て
複
数
の
容
量
パ
タ
ー
ン
を

比
較
検
討
し
た
結
果
、
最
も
経
済
性
の
高
い

４
０
０
kW
機
が
選
定
さ
れ
た
。
本
施
設
に

お
け
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
用
は
「
電
主
熱

従
」
で
あ
り
、
特
に
電
力
需
要
が
高
ま
る
夏

季
（
6
月
〜
10
月
）
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
主

目
的
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
。
運
転
時
間
は
、

空
港
の
運
用
時
間
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
７
時

か
ら
21
時
ま
で
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
発
電

さ
れ
た
電
力
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
電
力
と
し

て
使
用
さ
れ
、
契
約
電
力
の
低
減
に
よ
る
大

幅
な
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、

発
電
時
に
発
生
す
る
排
熱
（
温
水
）
は
、
排

熱
投
入
型
吸
収
式
冷
温
水
機
（
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
）
へ
と
送
ら
れ
、
空
港
施
設
の
空
調
熱
源

と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
電
力
の
平
準
化
と
排
熱
の
空
調
利
用
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
余

す
こ
と
な
く
使
い
切
る
高
効
率
な
省
エ
ネ
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
確
保
と

強
靭
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
体
制
の
構
築

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
当

初
予
定
し
て
い
た
設
置
場
所
で
は
十
分
な
メ

ン
テ
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
た
め
、

計
画
を
変
更
し
て
専
用
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
室
を

設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
が
安
全
か
つ
円
滑
に
行
え
る
だ
け

で
な
く
、
将
来
的
な
機
器
の
入
れ
替
え
工
事

も
容
易
に
行
え
る
理
想
的
な
配
置
を
実
現
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応
も
万
全
を
期

し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
、
３
階
の
搭
乗
待

合
室
や
１
階
の
ア
ク
セ
ス
ホ
ー
ル
を
活
用
し
、

約
２
０
０
０
人
の
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ

る
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
ほ
か
、

給
排
水
の
イ
ン
フ
ラ
途
絶
に
備
え
て
緊
急
排

水
槽
を
設
置
し
て
い
る
。
電
源
確
保
に
お
い

て
は
、
72
時
間
稼
働
分
の
燃
料
タ
ン
ク
を
備

え
た
非
常
用
発
電
設
備
（
１
７
５
０
kW
×
２

台
）
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
有
事
の
際
に
も

空
港
機
能
を
維
持
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）

商用電力

都市ガス

電力

暖房利用

冷房利用

ガスエンジン・
コージェネ

（400kW×1台）

空冷ヒートポンプ
チラー

ターボ冷凍機

排熱投入型
吸収式冷温水機

（2,813kW×2台）

（200kW×12台）

（2,461kW×1台）

吸収式冷温水機
（2,813kW×2台）

ジャケット
排熱

温水

冷水

ガスエンジン・コージェネ（400kW×1台）
■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略

メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム 
株式会社

モ デ ル 名 EP400G

燃 料 種 別 都市ガス（13A）中圧

定 格 出 力 400kW

台 数 1台

温水取出温度 90℃

効 率 総合：73.8％／発電：41.2％
排熱回収：32.6％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種
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コージェネレーションでネットワークを広げていく「コージェネット」

特別講演会2026

エネルギーをめぐる
国内外の最新動向と
今後の展望

Vol.42
Autumn 2026

基調講演

エネルギーシステム強靱化に
コージェネが貢献

INPEX 代表取締役社長 上田 隆之 氏

一般財団法人日本エネルギー経済研究所 顧問 小山 堅 氏
元 JERA 常務執行役員 アジア・太平洋州担任 久玉 敏郎 氏
コージェネ財団 理事長／東京科学大学 名誉教授 柏木 孝夫

鼎談

コージェネ導入事例
Case1

Case2
特別養護老人ホーム ながうらの郷

福岡空港国際線旅客ターミナルビル
発 行 日	 2026 年 9月25日
発 行 人	 専務理事 坂倉 淳
発 行 所	 一般財団法人 コージェネレーション・エネルギー高度利用センター
編 集 人	 広報委員会委員長 杉岡 直紀
制　　作	 株式会社 日経 BPアド・パートナーズ／株式会社 日経 BP
デザイン	 永井 むつ子（Zippy Design）
印　　刷	 株式会社 大應

秋山 真吾
池原 威徳
九日　大
小松 通憲
辻　剛孝

富越 大介
成田 洋二
船越 善博
松本 久美
米山 誠秀
（五十音順）

伊藤 克秀
松下 智史
増茂 貞

広報委員

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-16-4 アーバン虎ノ門ビル4階
TEL 03-3500-1612　FAX 03-3500-1613
https://www.ace.or.jp/

一般財団法人 コージェネレーション・エネルギー高度利用センター
Advanced Cogeneration and Energy Utilization Center Japan 

今回のコージェネ導入事例紹介の施設取材にあたり、ご多忙の中ご対応いただきました皆様に、この場をお借りして
改めて御礼申し上げます。
〈特別養護老人ホーム ながうらの郷〉ながうらの郷　坂上様、BR 設計企画株式会社　鈴木様
〈福岡空港国際線旅客ターミナルビル〉福岡国際空港株式会社　弘島様、西部ガス株式会社　鈴木田様

謝辞

財団ホームページで最新情報を発信中！

https://www.ace.or.jp/
検 索コージェネ財団

2025年度
導入実績を
公開しました

「コージェネレーション
白書2025」を
公開中です！


